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八
月
二
八
日
〜
三
〇
日
、
横
浜
市
に
お
い
て
、
ア
フ
リ
カ
五
三
ヵ

国
（
首
脳
級
四
二
名
）
の
出
席
を
得
て
第
七
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）
が
開
催
さ
れ
た
。
二
八
日
の
開
会
式
・
全
体

会
合
で
行
わ
れ
た
安
倍
首
相
の
基
調
講
演
で
は
、
ア
フ
リ
カ
で
活
躍

す
る
若
手
日
本
人
起
業
家
や
ア
フ
リ
カ
の
技
術
系
大
学
で
の
人
材
育

成
、
Ａ
Ｂ
Ｅ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
通
じ
て
育
成
さ
れ
て
き
た
人
材
へ

の
言
及
が
な
さ
れ
、
こ
の
取
り
組
み
を
今
後
も
継
続
し
、
今
後
六
年

間
で
三
〇
〇
〇
人
を
育
成
し
て
ア
フ
リ
カ
の
技
術
革
新
に
貢
献
す
る

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
三
年
前
の
ナ
イ
ロ
ビ

開
催
か
ら
始
ま
っ
た
、
三
年
に
一
度
相
互
開
催
方
式
で
行
う
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
の
あ
り
方
を
「
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
と
位
置
づ
け
直
し
、

ダ
ブ
ル
Ｅ
（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）、

ダ
ブ
ル
Ｉ
（
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
中
核
と

し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
試
み
で
あ
る
と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
た
。
こ
こ
に
は
、
今
後
の
日
本
の
取
り
組
み
が
、
開
発
援
助
と
い

う
よ
り
も
民
間
投
資
を
は
じ
め
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に
軸
足
を

移
す
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
三
年
間
で
二
〇
〇
億
ド
ル
を

超
え
る
民
間
投
資
の
実
現
を
後
押
し
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

た
だ
し
、
同
時
に
二
〇
一
六
年
ナ
イ
ロ
ビ
開
催
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ

で
打
ち
出
さ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ

Ｃ
）
の
継
続
や
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
平
和
や
安
定
に
資
す
る
た
め

の
方
策
と
し
て
のN

ew
 A

pproach for Peace and Stability 
in A

frica

（
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
と
い
う
ア
フ
リ
カ
連
合
（
Ａ
Ｕ
）
や

地
域
経
済
共
同
体
と
協
力
し
、
紛
争
の
予
防
、
仲
介
、
調
停
の
努
力

を
支
援
す
る
取
り
組
み
に
も
あ
わ
せ
て
言
及
さ
れ
た
。
後
者
は
、
昨

年
の
「
ア
フ
リ
カ
賢
人
会
議
」
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
延
長
線
上
に

東
京
大
学
教
授

遠
藤 

貢

開
発
援
助
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
へ
軸
足
が
移
る
T
I
C
A
D
。

一
方
で
紛
争
の
予
防
、
仲
介
、
調
整
な
ど
開
発
協
力
の

ニ
ー
ズ
も
、
ま
た
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。

日
本
が
着
実
に
ア
フ
リ
カ
に
根
を
張
る
戦
略
と
は
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
は
ア
フ
リ
カ
経
済
統
合
の

呼
び
水
に
な
る
か

え
ん
ど
う　

み
つ
ぎ　
一
九
九
三
年
、
英
ヨ
ー

ク
大
学
大
学
院
南
部
ア
フ
リ
カ
研
究
セ
ン
タ
ー

博
士
課
程
修
了
（D

.Phil.

）。
東
京
大
学
助
教

授
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。
専

門
は
現
代
ア
フ
リ
カ
政
治
。
著
書
に
『
崩
壊
国

家
と
国
際
安
全
保
障 

ソ
マ
リ
ア
に
み
る
新
た

な
国
家
像
の
誕
生
』
な
ど
。
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位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
ア
フ
リ
カ
へ
の

開
発
協
力
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
が
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
基
調
講
演
で
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
の
時
に
打
ち
出
さ

れ
た
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）
に
関
わ
る

課
題
に
関
し
て
も
、「
ア
フ
リ
カ
と
日
本
を
結
ぶ
イ
ン
ド
太
平
洋
を
、

法
の
支
配
が
貫
く
国
際
公
共
財
と
し
て
、
大
切
に
守
る
」
と
い
う
表

現
で
言
及
さ
れ
、
海
洋
進
出
を
進
め
る
中
国
を
念
頭
に
置
い
た
内
容

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
前
回
同
様
、
国
連
安
保
理
改
革
に
触
れ
、
こ
れ

が
ア
フ
リ
カ
と
日
本
に
と
っ
て
の
共
同
の
課
題
で
あ
る
と
し
、
国
連

外
交
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
の
重
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。

　

二
九
日
の
「
官
民
ビ
ジ
ネ
ス
対
話
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
安

倍
首
相
が
「
相
手
国
が
借
金
漬
け
に
な
っ
て
は
、
皆
さ
ま
の
進
出
を

妨
げ
ま
す
」
と
発
言
し
た
こ
と
は
、
Ｇ
20
に
お
け
る
首
脳
宣
言
に
盛

り
込
ま
れ
た
「
債
務
の
健
全
性
へ
の
配
慮
」
と
と
も
に
、
明
示
こ

そ
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
「
債
務
の
罠
を
用
い
た
外
交
」（debt 

trap diplom
acy

）
と
し
て
批
判
さ
れ
る
中
国
を
改
め
て
意
識
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
た
。

経
済
統
合
へ
の
取
り
組
み
を
促
す
「
横
浜
宣
言
」

　

最
終
文
書
と
し
て
三
〇
日
に
採
択
さ
れ
た
「
横
浜
宣
言
２
０
１
９
」

で
は
、ま
ず
最
近
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
自
由
貿
易
圏
（
Ａ
ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

設
立
協
定
発
効
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
フ
リ
カ
連
合
お
よ
び
そ

の
加
盟
国
に
よ
る
経
済
統
合
の
深
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
す
る

期
待
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に
Ａ
ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
言
及
が
複
数
回

行
わ
れ
て
い
る
点
に
、
こ
の
期
待
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
今

回
の
会
合
の
三
つ
の
柱
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
含
ま

れ
て
い
た
。

　

第
一
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
民
間

セ
ク
タ
ー
の
関
与
を
通
じ
た
経
済
構
造
転
換
の
促
進
及
び
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
改
善
」
に
関
し
て
は
、
改
め
て
中
国
を
意
識
す
る
形
で
「
わ

れ
わ
れ
は
、
自
由
、
公
正
、
無
差
別
で
透
明
性
が
あ
り
予
見
可
能
な

安
定
し
た
貿
易
及
び
投
資
環
境
を
実
現
し
、
わ
れ
わ
れ
の
開
か
れ
た

市
場
を
維
持
す
る
よ
う
努
力
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
可

能
と
す
る
環
境
を
醸
成
す
る
た
め
、
公
平
な
競
争
条
件
を
確
保
す
る

よ
う
取
り
組
む
」
と
い
う
文
章
が
最
初
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
入
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
最
後
に
も
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
好
意
的
に
留
意
す
る
」
と
い
う
文
言
を
入
れ
る
形

で
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
過
度
な
中
国
へ
の
傾
斜
を
回
避
す
る
含
み
が

見
て
取
れ
る
。
第
二
の
柱
で
あ
る
「
持
続
可
能
で
強
靱
な
社
会
の
深

化
」
に
お
い
て
は
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
を

前
面
に
押
し
出
す
と
と
も
に
、
前
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
を
基
本
的
に
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は
踏
襲
す
る
形
で
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
気
候
変
動
や

災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
で
の
協
力
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
第
三
の
柱

で
あ
る
平
和
と
安
定
の
強
化
に
関
し
て
も
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏
襲
し
つ
つ
、
ま
た
地
方
、
国
家
や
大
陸
レ
ベ
ル

で
制
度
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
人
間
の
安
全
保
障
お
よ
び
平
和
と

安
定
を
促
進
す
る
重
要
性
を
強
調
す
る
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
国
連
安
保
理
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
柱
と
は
別

に
改
め
て
そ
の
重
要
性
が
盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
は
じ
め
て
具
体
的

に
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
お
け
る
代
表
の
課
題
を
表
明
す
る
エ

ズ
ル
ウ
ィ
ニ
合
意
お
よ
び
シ
ル
テ
宣
言
が
明
記
さ
れ
た
。

ア
フ
リ
カ
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
ど
う
確
保
す
る

 

「
横
浜
宣
言
」
で
は
、
上
述
の
よ
う
に
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド

太
平
洋
」
構
想
に
も
、
慎
重
な
表
現
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
昨
年
の
北
京
で
の
中
国
・
ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）
で
、「
ア
フ
リ
カ
は
『
一
帯
一
路
』
の
歴
史
的
か
つ
自
然

な
延
伸
地
域
で
あ
り
、
重
要
な
参
加
者
で
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
ほ

か
、今
年
四
月
の
第
二
回「
一
帯
一
路
」フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
時
点
で
は
、

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｃ
に
参
加
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
五
三
ヵ
国
の
う
ち
三
七
ヵ

国
お
よ
び
Ａ
Ｕ
が
「
一
帯
一
路
」
構
想
に
関
す
る
何
ら
か
の
覚
書
に

署
名
す
る
な
ど
、
中
国
が
さ
ら
に
政
治
経
済
的
に
深
く
ア
フ
リ
カ
に

食
い
込
む
動
き
を
見
せ
て
い
る
状
況
へ
の
対
応
と
い
う
点
に
は
留
意

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
紅
海
は
、
ジ
ブ
チ
に
日
本
の
海
賊
対
処
活

動
上
の
拠
点
が
置
か
れ
る
な
ど
日
量
三
二
〇
万
バ
レ
ル
も
の
石
油
が

輸
送
さ
れ
る
地
政
学
上
の
重
要
性
が
き
わ
め
て
高
い
海
の
一
つ
で
も

あ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ａ
以
外
に
も
、
日
本
の
国
際
貢
献
の
一
環

と
し
て
国
連
平
和
維
持
活
動
の
対
象
地
域
と
し
て
の
今
後
の
可
能
性

が
模
索
さ
れ
る
地
域
で
も
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
の
現
状
に
お
い

て
は
、
派
遣
先
の
明
確
な
選
択
肢
は
存
在
し
な
い
が
、
長
期
的
に
関

与
の
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

今
後
の
企
業
進
出
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
現
状
と
課
題
が
あ

る
。
日
本
企
業
の
ア
フ
リ
カ
進
出
に
関
わ
る
資
料
作
成
を
行
っ
て
い

る
ア
フ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
最
新
報
告
に
よ
れ
ば
、

現
状
で
は
、
日
本
企
業
は
ア
フ
リ
カ
五
四
ヵ
国
す
べ
て
に
お
い
て
何

ら
か
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
わ
ず
か
ず

つ
で
は
あ
る
も
の
の
日
本
企
業
の
ア
フ
リ
カ
進
出
は
進
み
始
め
て
い

る
。
中
で
も
日
本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
収
益
化
を
図
る

展
開
に
ま
で
至
っ
て
お
り
、
利
益
が
期
待
で
き
る
市
場
と
し
て
の
事

業
拡
大
を
図
る
段
階
に
あ
る
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
拠
点
の
数
は
、
欧
米
や
中
国
に
く
ら
べ
圧
倒
的
に
少
な
く
、
存

在
感
は
薄
い
。

　

ま
た
、
中
国
の
対
ア
フ
リ
カ
直
接
投
資
（
残
高
）
は
一
七
年
の
段
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階
で
、
旧
宗
主
国
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
次
い
で
第
五
位
の
四
三
〇
億

ド
ル
で
あ
る
が
、
日
本
は
ト
ッ
プ
10
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
財
務
省

統
計
に
よ
れ
ば
、
一
八
年
段
階
で
は
日
本
の
対
ア
フ
リ
カ
直
接
投
資

（
残
高
）
は
九
六
七
三
億
円
で
あ
り
、
中
国
と
は
大
き
な
差
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
国
企
業
と
日
本
企
業
の
競
合
に
関
し
て
は
、
ジ
ェ
ト

ロ
が
こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
に
進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
一
八
年
度
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
競
合
相

手
に
中
国
企
業
を
挙
げ
る
割
合
が
こ
れ
ま
で
で
最
も
高
い
二
二
・
九

%
（
母
数
＝
三
〇
一
）
を
記
録
し
た
。
前
年
度
と
調
査
対
象
企
業
数

は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
競
合
性
が
増
加
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
に
対
す
る
日
本
政
府
の
支
援
強

化
に
つ
い
て
の
要
望
は
七
五
・
八
%
で
あ
り
、
政
府
支
援
の
重
要
性

が
示
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
支
援

の
内
容
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
貴
任
国
政
府
へ
の
各
種
要
望
（
各

種
制
度
の
構
築
・
改
善
指
導
等
）
と
い
う
、
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
行

う
上
で
の
現
地
国
政
府
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
わ
る
課
題
だ
と
い
う
点

に
あ
る
。
こ
の
点
は
、
今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
で
も
、「
人
づ
く
り
」

や
、
よ
り
具
体
的
に
は
債
務
管
理
や
経
済
政
策
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
な
ど
「
能
力
構
築
」
を
通
じ
て
、
日
本
政
府
と
し
て
も
一
定
の

取
り
組
み
の
可
能
性
を
打
ち
出
し
て
は
い
る
。
加
え
て
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｄ
７
の
成
果
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
官
民
円
卓
会
議
の
提

言
に
基
づ
く
「
二
国
間
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
委
員
会
」
が
、
ケ
ニ
ア

や
ガ
ー
ナ
な
ど
七
ヵ
国
と
の
間
で
立
ち
上
が
る
こ
と
に
な
り
、
特
定

の
国
を
皮
切
り
に
、
日
本
企
業
に
よ
り
望
ま
し
い
制
度
面
で
の
改
善

が
図
ら
れ
る
方
向
で
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
一
朝

一
夕
に
大
き
な
変
革
を
望
め
な
い
領
域
で
も
あ
り
、
日
本
の
企
業
が

ア
フ
リ
カ
の
制
度
環
境
に
第
三
国
連
携
を
含
め
て
ど
の
程
度「
順
応
」

で
き
る
か
と
い
う
点
は
、
引
き
続
き
課
題
と
な
る
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
以
降
、「
質
」
を
重
視
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
社
会
的
な
意
味
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
力
点
を
置
い
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
が
長
く
取
り
組
み
、
優
位
性
を
持
つ
保
健
医

療
、
教
育
、
農
業
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
協
力
を
継
続
す
る
と
い
っ

た
長
期
的
か
つ
地
道
な
取
り
組
み
の
必
要
性
は
失
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
社
会
経
済
活
動
を
「
下
か
ら
支
え
る
」

意
義
を
引
き
続
き
有
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
「
Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
今
回
の

会
合
は
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
を
継
承
し
、
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
を
中
心
に
据
え

た
ア
フ
リ
カ
と
日
本
の
関
係
性
の
模
索
と
強
化
を
進
め
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
否
は
、

今
後
ど
こ
ま
で
日
本
企
業
の
ア
フ
リ
カ
進
出
が
進
ん
で
い
く
か
が
大

き
な
鍵
と
な
る
が
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら

で
あ
ろ
う
。
●




